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今回の東日本大震災では、ここ神戸から、勇気や希望の芽吹きを被災地域に届け
ていくことが大切です。

阪神・淡路大震災による被害を受けた市民として、その復旧・復興で得た経験・
教訓を活かして、一人ひとりができるところから、また、心をひとつにしながら被
災地域に対する支援の輪を広げ、未来へと希望が持てる新しい地域の創生を後押し
していくことが望まれます。

まずは市民の側から草の根レベルで行動を起こしていくことを通じて、これを地
域の内外で大きなうねりとしていくことが必要です。この神戸地域ビジョンが示す
市民一人ひとりの自律した行動が、東日本大震災からの復旧・復興の支援にもつな
がっていくのではないかと考えます。

一方で、東日本大震災を契機に、ここ神戸でも、あらためて地域のつながりの大
切さを見つめ直すとともに、さらに踏み込んだ防災対策を行うなど、安心・安全な
暮らしの実現に向けた取組等をよりいっそう進めていくことが必要です。
この神戸地域ビジョンは、阪神・淡路大震災からの復旧・復興の際の経験・教訓
等もふまえながら、約10年前に当時の神戸市民が中心となって策定されたものです。
改めて今回、リニューアルしたこのビジョンをもとに、市民一人ひとりがよりよ
い神戸のまちづくりをめざして取り組むことが大切だと考えます。

あの阪神・淡路大震災から受けた経験・教訓は、私たち神戸市民の間で、今も脈々
と受け継がれ、これを地域の内外へと伝えていくことが市民の役割だと考えています。
今、ここ神戸から、私たち神戸市民が中心となって、地域の元気・日本の元気を創っ
ていくことが大いに求められています。
さぁ、みんなで行動を起こしていきましょう。


